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１．研究計画の概要 

わが国においては、知的財産立国実現のた

めに、知的財産人材の育成への取り組みがな

されているが、特に急務となっているのが企

業等における戦略的な知的財産マネジメン

トを行える人材（いわゆる CIPO：Chief 

Intellectual Property Officer、以下 CIPO）

の育成である。わが国の特許（発明）を中心

とする知的財産の多くは、企業や研究機関・

大学等においてその従業者等においてなさ

れており、そこから生ずる知的財産を、企業

戦略や経営戦略の一環として戦略的にマネ

ジメントする人材は、きわめて重要である。

それにも関わらず、そのような人材はわが国

に極めて少なく、またそのような人材の育成

システムも殆ど整備がなされていない状況

である。 

しかし、そもそも我が国において CIPO は

どの程度いるのか、あるいは CIPO はどのよ

うな経歴を有するのかというような CIPO の

実態については明らかでない。さらに、わが

国においては、企業における CIPO は主とし

てその企業における研修や OJTにより主とし

て育成されているため、各企業においてどの

ような形で人材育成がなされているかも、外

部から明らかではない。 

そこで、本研究においては、わが国の企業

における戦略的な知的財産マネジメントを

行う人材育成について、アンケート調査とそ

の結果の分析、そして積極的に知的財産マネ

ジメントに取り組んでいる企業へのヒアリ

ング調査等により、わが国における知的財産

マネジメント人材の育成についての実態を

明らかにする。さらに、わが国のみならず、

米国・ヨーロッパ諸国等において、積極的に

知的財産マネジメントに取り組んでいる企

業における、知的財産マネジメント人材の育

成状況についても、ヒアリング調査等を行い

明らかにする。また、海外の先端的取り組み

についても調査するとともに、知的財産マネ

ジメント人材の育成について研究を行う。 

そして、これらの調査・研究の結果から、

戦略的な知的財産マネジメント人材の育成

について、広くその実態を公表するとともに、

わが国企業と欧米企業における知的財産人

材育成の一致点、相違点について検討、考察

を行う。さらに、それらの結果を基に、本研

究は、実際に大学院レベルの教育にその研究

結果を反映させ、戦略的な知的財産マネジメ

ントを行える高度専門職業人材を育成する

ためのプログラムを整備・構築することを目

標とするものである。 

 

２．研究の進捗状況 

 まず、我が国の企業における CIPO に関す

る従来研究と現状分析のために広範囲に文

献調査を行った。次に、我が国の著名な元

CIPO に経歴、CIPO の役割とその育成などに

ついてヒアリングを実施した。さらに、米国

の他大学等における知的財産マネジメント

教育プログラムについて調査を行い、その結

果を基に米国のいくつかの大学及び企業に

ついてヒアリングを行った。 

そして、これらの結果を参考に、アンケー

ト設計を行い、我が国の企業における知的財

産マネジメント人材の育成についてのアン

ケート調査票を作成し、わが国の各業界にお

ける特許制度利用上位企業約 200 社に対して

アンケートを実施した。その結果、わが国の

企業における CIPO の実態、実務経験などに

ついてきわめて興味深い知見が得られたの

で、それに関して国内外の学会での発表を行
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った。これにより、従来全く明らかでなかっ

たわが国 CIPO の実態の解明が進み、今後の

わが国の知的財産立国推進に不可欠な三位

一体経営実現のための CIPO 育成のためにき

わめて役立つ基礎的なデータが得られた。さ

らに、CIPO 育成のための教育に関しても、具

体的に必要と思われる科目や実務経験等に

関するデータが得られ、これらに基づき、具

体的なカリキュラムの検討が可能となると

考えられる。 

さらに、諸外国における CIPO の実態につ

いて研究を進めるため、まずは、欧米の CIPO

や知的財産関連企業等が多数集まる国際的

に著名なコンファレンスに出席し、各国の

CIPO の状況やマネジメントに関して情報収

集を行った。続いて、我が国と同様にメーカ

ーを多数有し産業の中核をなしているドイ

ツに注目し、特に大手企業を中心に、CIPO の

実態とそのマネジメントに関してヒアリン

グ調査を行った。また、ヨーロッパの大学等

における CIPO 人材育成の実態について調査

した。 

そして、これらのヒアリングをベースとし

て、CIPO に関する国際的な傾向を把握し、我

が国企業との比較研究を行い、CIPO 育成教育

の参考とするために、主として PCT 利用上位

企業を中心とした欧米企業に対して、我が国

企業に行ったものと同様の調査票を利用し

たアンケート調査を行った。その結果につい

て、集計・検討を行い、さらに我が国企業と

の比較等を行い考察を進めた。また、本研究

において CIPO の経歴や役割について検討す

るために翻訳を行った米国の著名な CIPO の

著した書籍についても公刊した。 

 

３．現在までの達成度 

おおむね順調に進展している。 

（理由） 

上述の通り、我が国及び諸外国における

CIPO とその育成・教育に関する実態調査（ア

ンケート及びヒアリング）が予定通りに進ん

でいる。 

さらに、大学院におけるプログラム開発に

ついても、そのカリキュラムの基本となるデ

ータが得られている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

今後は、我が国及び諸外国における CIPO

の実態とその育成・教育に関して、本研究で

得られた成果をもとに、比較研究をさらに進

めていく。この点に関して、必要に応じてさ

らなる調査や情報収集等も行っていく予定

である。 

また、大学院における CIPO 育成プログラ

ムの開発についても、本研究のアンケート結

果等から、そのカリキュラムの基本となるデ

ータが得られており、それをベースに具体的

な科目構成や修業期間等について検討を行

っているところである。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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